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NHK の番組取材で昨年 9 月、南天門自然植物園を訪れました。左から大同事務所の郭宝青さん（2000 年）、王萍さん

（1995 年）、魏生学さん（1993 年）、高見副代表、周金さん（1999 年）、李向東さん（1994 年）、周金夫人。カッ
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2019　年頭のご挨拶

運営懇談会を開催しました

　2018 年度の運営懇談会は 12 月 1 日
に東京の淑徳大学で、12 月 8 日に大阪
のクレオ大阪中央で開催しました。
　東京会場には11名、大阪会場（写真）
には 19 名が参加しました。

　2019 年を迎え
ました。日中両
岸の皆様、新年
快楽！　あけま
しておめでとう
ございます。昨
年は大変お世話
になりました。
ありがとうござ
いました。今年も緑の地球ネットワー
クをよろしくお願いします。
　引き続いて緑化地を見守っていただ
いている大同の皆様、非常非常感謝！
　新しいプロジェクトの準備をいただ
いている蔚県の皆様、辛苦了　謝謝！
振り返ると、大同では累計 5,920 ヘク
タール 1,887 万本を植え、かつての荒地
が一望の緑に変貌した場所もあります。
いっぽう緑化が進んだために、また大
同市の社会・経済状況の急速な変化に
よって新しい緑化用の土地をみつけら
れなくなりました。このためここ 2、3
年は大同における緑化活動を集大成し
て、新しい方向を打ち出すという GEN
にとっては節目の時期でした。 いわば
活動が不安定になるおそれのある期間

でもあったのですが、それにもかかわ
らず堅固なご支援をいただいた会員の
みなさま、企業、団体、各種組織およ
び広く関心をもっていただいた方々に
深く感謝します。
　おかげさまで、新しい土地の蔚県で
も確実に物事が進み出したと感じてい
ます。大同と同様の荒地修復型の緑化
として、一昨年は山地でマツを 33 ヘク
タールに植えました。昨年と今年で荒
地になっている古い時代の氾濫原にア
ンズ、マツ、ヤナギなどを 67 ヘクター
ルに植えます。蔚県の気候は大同に比
べるとやや穏やかで緑化はむしろ容易
とおもわれます。このため緑化はやれ
ばできるということでこの地域の政策
課題としての優先度が低かったとおも
われます。また現在非耕作の平地もた
くさんあり、当分のあいだ緑化地は確
保できます。
　また、新しい方向として、湿地の回
復に取り組みます。ラムサール条約以
後生物多様性の保全における湿地の重
要性が認識されて世界の各地で保護湿
地の指定や復元回復がおこなわれてい
ます。実は中国政府は湿地保護に熱心

で、人民網日本語版（2018.02.05）によ
れば「中国にある世界の重要湿地は 57
か所に達し、602 か所の湿地自然保護
区、898 ヶ所の国家湿地公園試験ポイン
トを建設している」と報じられていま
す。中国の乾燥した地域に湿地がある
の？と疑問におもれるでしょうね。逆
にいえば周辺が乾燥地だからこそ湿地
が重要なのです。周辺に類似のものが
少ないので湿地は貴重な植生や生態系
といえます。また湿地の役割として注
目されている渡り鳥の中継地としての
意味も大きくなります。地図をみると
蔚県を貫いて壺流河が流れていること
になっています。しかし現地でみると
どこが河なのかわからないところが多
いのです。地形が平坦なために場所に
よっては水が滞留しているところがあ
り湿地が形成されています。ただし現
状は放牧されて草が喰われているため
植生は貧弱です。壺流河にそって壺流
河国家湿地公園（1,740 ヘクタール、延
長 58 キロメートル）と市街地に隣接し
て蔚県の玉壺湿地公園が計画されてい
ます。この玉壺湿地公園内の 7 ヘクター
ルの土地で湿地の植生を回復し、また
蔚県の地域樹木の見本園を造成します。
訪れる人々にとっての快適な環境とな
り、土地の人々が本来この地域に存在
する多様な植物について関心を広げる
一助になればと期待します。鳥類のた
めの安全な水面や茂みも確保します。
北と南へ移動する渡り鳥の中継地にな
ればと期待しています。鳥には国境は
ありませんので、まさしく GEN の定款
にある国境を越えた交流ですね。
　蔚県は、歴史の古い街ですが、張家
口線の鉄道から外れたためにかつての
街並みがよく残っています。現地の人々
もそれらを活かす形で将来を考えてい
るようです。また南部の山には比較的
容易に到達できて、亜高山帯のお花畑
も楽しむことができます。この春ごろ
には高速道路が開通して北京から 3 時
間ほどで到達できるようになります。
ツアーにもぜひご参加ください。
　講演会、学習会、支部活動、運営懇
談会、総会、自然に親しむ会など様ざ
まな形での参加とご支援、ご協力をお
願いします。

番組放映の
お知らせ

　まず高見副代表による中国での緑化
協力の報告と 11 月におこなわれた野鳥
調査の報告が行なわれました。そのあ
と参加者が張家口市蔚県でのプロジェ
クトから国内での活動についてまで幅
広く意見を交換し、議論しました。
　中国での野鳥の調査の報告について
は参加者の興味関心を集め、多くの質
問、意見が寄せられました。
　国内活動については、関東ブランチ
のプロジェクトや自然観察会、東北海
岸林再生活動のツアー内容や広報宣伝
の仕方などさまざまな意見やアイデア
が出されました。

　2018 年 9 月、制作会社トップシー
ンの楊燁ディレクターなどが、河北
省張家口市蔚県と以前の協力地・大
同市で取材し、NHK ワールド TV
の番組が制作されました。日本の
国際協力を海外に伝える「Side by 
Side」シリーズで英語版です。
【国内向け】2019 年 1 月 22 日（火）
03 時 30 分～ 03 時 58 分　NHK-BS1
【海外向け】2019 年 1 月 16 日（水）
10 時 30 分～ 10 時 58 分　NHK ワー
ルド TV
　大同の場面では 25 年間をかけた
私たちの努力が生み出した巨大な変
化をみていただくことができます。
各段階で参加してくださったみなさ
んにぜひみてほしいと思います。

　いつも GEN を応援していただき、あ
りがとうございます。年末寄付のお礼
とご報告です。
　2018 年を表す漢字に「災」が選ばれ
るなど、各地で自然災害が発生し、寄
付された方も多いかと思います。そん
ななか、GEN の会報 11 月号で年末寄

付のお願いをしたところ、11 月 1 日～
12月27日までの間に888,729円（58件）
のご寄付をいただきました。みなさま
のご協力どうもありがとうございまし
た。
　前年同時期の寄付が 1,273,877 円（67
件）でしたので、金額、件数ともに前

年末寄付のご報告
おかげさまで 888,729 円のご寄付があつまりました

みなさまのご協力ありがとうございました

2019 春
黄土高原スタディツアー

　2019 年も張家口市蔚県でツアーをお
こないます。蔚県での活動も 3 年目、
代王城鎮での植樹のほか、樹木見本園
や暖泉鎮の古い町並み見学など中国の
歴史や自然にも触れられる旅です。
〇日程：2019 年 4 月 6 日（土）～ 11

日（木）5 泊 6 日
〇旅行代金：198,000 円（学生割引 2 万

円）（国際航空運賃、航空使用料、
中国国内の交通費／食費／宿泊費を
含みます。旅券取得費用、海外旅行
保険、燃油特別付加運賃、個人行動

時の費用は含みません。GEN 年会費
＜一般＝ 12,000 円、学生 3,000 円＞
が別途必要です）※全日空利用　※
関西空港発着　※東京発着、北京合
流希望の方はご連絡ください。

〇訪問地：中国河北省張家口市蔚県（北
京経由）

〇定員：30 人程度
〇最少催行人員：10 人
〇申込締切：2 月 22 日（金）※締切後

の申し込みはお問い合わせください。
〇添乗員は同行しません。GEN スタッ

GEN 自然と親しむ会　野の道シリーズ⑨

冬の植物園で自然観察

　大阪市立大学理学部附属植物園では昨年 9 月の台風の影響で研究対象樹木 400
本以上が倒れてしまいました。人の背丈の 2 倍以上の根を持つ樹木もあり、中
にはあえてそのままにして根のようすを観察できるようになっているものもあ
ります。この機会に植物園に足を運んで見学してみませんか。
〇日程：2019 年 1 月 27 日（日）10
時～ 14 時ごろ※小雨決行
〇場所：大阪市立大学理学部付属植

物園（大阪府交野市私市 2000）
〇集合：10 時に京阪交野線「私市駅」

改札
〇案内：前中久行さん（GEN 代表）
〇参加費：500 円（保険料を含む、別

途植物園入園料（大人 350 円、中
学生以下無料）が必要）

〇持ち物：弁当、飲み物、敷物、雨具、
帽子、動きやすい服装、靴

〇定員：30 名
〇申込み：1月23日（水）までに氏名、

生年月日、連絡先を GEN 事務所ま
でご連絡ください。

フ 1 名が関西空港から同行します。
〇参加ご希望の方は、GEN 事務所まで

ご連絡ください。資料は（株）マイ
チケットから発送します。

年度を下回ってしまいました。また、
今年度の寄付予算 850 万円に対しては
約 150 万円のマイナスで、厳しい状況
が続いています。無理のない範囲で結
構ですので、ひきつづきみなさまのご
協力をお願いいたします。
　また、GENのHPからクレジットカー
ドを使って寄付、会費の納入が可能で
すので、ぜひご利用ください。
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緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円　 

2019.1

ジュニア会員（中学生以下）＝1,000円・団体会員＝12,000円・賛助会員＝100,000円◇会報購読のみ（年間）＝2,000円

蔚県などで鳥調査を実施しました

　2018 年 11 月 26 日から 30 日まで、
2 人の専門家が蔚県を訪れ、湿地を中心
に鳥類の調査を実施しました。
　2018 年春から「蔚州郷土樹木園」の
建設に取り組んでいますが、その場所
が玉壺湿地公園のなかです。その下流
では蔚県壺流河国家湿地公園（1740ha、
延長 58km）が計画され、両方の地元責
任者を蔚県市政局の趙志軍副局長が兼

ねています。
　淀川環境委員会委員として湿地の管
理に造詣が深く、鳥の専門家でもある
高田直俊先生が、4 月と 9 月に蔚県を訪
れたとき、趙志軍さんから野鳥の調査
を依頼されました。
　高田先生がやはり野鳥の専門家の大
西敏一先生を誘ってくださって、11 月
の調査が実現し、高見がおともしまし
た。大西先生は図鑑『日本の野鳥 650』
（平凡社、2014 年）の著者であり、日
本だけでなく世界の野鳥に通じておら
れます。茂みに潜む小鳥を誘い出す技
にはほんとにびっくり！
　水面が凍結する前の渡り鳥の多い時
期ときいてでかけたのですが、実際に
はダム湖などは凍結がすすみ、ピーク

大同緑化協力 25 年の軌跡
見つかった自然林

　GENの山西省大同市での25年の緑化協力を振り返り、当時の写真も交えてシリー

ズでご紹介します。今回で12回目です。（高見邦雄）

　大同市陽高県の民謡に「靠着山呀，
没柴焼．十箇年頭，九年旱一年澇…」
（山は近くにあるけれど、煮炊きに使
う柴はなし。十の年を重ねれば九年は
旱で一年は大水…）という一節があり
ます。黄土高原の実情をみごとに表し
ており、1992 年から通いつづけた私の
実感でもあります。山という山に樹木
はなく、草もまばらだったのです。
　ところが 1998 年夏に霊丘県を訪れる
と、地元の技術者の李向東さんが「自
然林が見つかった！　こんな大きな木
がある」といって、一抱え以上のジェ
スチャーをします。そこへ到達するま
での経過がおもしろいのですが、楽し
み（？）は次回に残すことにして、そ
の林の成り立ちを紹介しましょう。
　自然林があるのは碣寺山（1768m）
の山頂付近で、河北省との境界から
5km 余りのところ。いちばん近いふ
もとの村から高低差で 850m あり、私
たちの急ぎ足で 3 時間半はかかりま
す。雨にたたられ困難をきわめましたが、
2000 年 8 月、やっとのことで初歩的な
調査ができました。
　中心をなすのはナラ、シナノキ、カ
バノキ、ヤマナラシなどの落葉広葉樹
で、あわせて300m2 の2つのプロットに、
胸高直径 3cm 以上の樹木が合計 58 本
あり、樹高最大のシナノキは 9.0m、胸
高直径最大のナラは 25.5cm でした。ほ
かに数種類の灌木も混じっており、十

分な時間をかけられませんでしたが、
12科16属19種の樹木を確認できました。
　大きめの木の年輪解析の結果、いろ
んなことがわかりました。20 年余りま
えの 1978 年にほとんどの木が伐採され
（前出のナラやシナノキはそのとき生
き残ったもの）、その後に自然に再生
したまだ若い林です。それを裏付ける
切り株も残っていました。そして、そ
のときを最後に柴刈りはなくなったの
です。
　ふもとの村の近くにアブラマツの林
がありました。1960 年代に植えられた
もので、15 年もたつと下枝が生活燃料
に使えるようになります。そのために
山のうえまでタキギ取りにくる人はい
なくなりました。踏み分け道にも灌木
が生い茂り、タキギを背負って歩けは
しません。
　調査できたのは碣

けつじさん
寺山の山頂付近で

すが、村と反対側の急斜面に森林があり、
高低差で350mほど下った谷の底にナラ、
クルミなどの直径 40cm を超える木が
たくさん茂っていました。李向東さん
の一抱え以上のジェスチャーは誇張で

はなかったのです。なかには胸高直径
25cm もある珍しい白実のナナカマドま
でありました。そして腐葉土と落ち葉
が林床を厚く覆っていました。仮にこ
こで木を伐っても、急な斜面 350m を
担ぎ上げ、さらに 850m を下って村ま
で持ち帰らないといけませんから、さ
すがにそんなことはできなかったので
す。
　この自然林がみつかったことで、緑
化についての私たちの考え方は一変し
ました。どこでもとはいいませんが、
森林が成立する自然の条件はあるので
す。ここまで森林がなくなってしまっ
たのは、やはり人間の営為のためです。
そして、マツを植えたことで、山のう
えに自然林が成立したとなると、緑化
についての考え方をもっと柔軟にして
もいいのかもしれません。

碣寺山の自然林を訪れた立花吉茂前代表

は過ぎていました。それでも蔚県と地
続きの大同市広霊県の 2 つのダム湖な
どで 34 種、5 千羽近くと、河北省と北
京市の境の官庁ダムで 18 種を観察する
ことができました。これまでの地元リ
ストにないものも多数あります。地元
に野鳥愛好者を養成することの重要さ
を痛感しました。
　11 月 30 日の帰国前、私たちの協力事
業のカウンターパート、中国国際青年
交流中心の馬興民主任が昼食をともに
し、激励してくださいました。
　前中久行代表の新年のあいさつにあ
るように、ここの湿地も野鳥も世界的
に貴重なものです。その調査を前にす
すめるために、新しい年の 6 月中旬と
10 月末～ 11 月初めに、高田、大西両先
生の参加のもとに野鳥調査を継続する
こととし、ツアーへの参加者を募集す
る計画です。関心をお持ちの方は予定
してください。（高見）

『緑の地球』を

電子版でお届けします
　現在、GEN 会員、会報購読者でご希
望のかたに GEN 会報『緑の地球』の電
子データを e-mail にてお届けしていま
すが、新たに希望者を募っています。
　経費と資源の節約にご協力いただけ
るかた、また、印刷物がたまって困る、
電子データで気軽に読みたいというか
たなど、GEN 事務所までお名前と送付
先アドレスを明記して e-mail でご連絡
ください。
　次号より PDF ファイルで送付いたし
ます。

一抱え以上の樹木があった谷底の自然林

　10月26日（金）～28日（日）の日程でGEN関東ブランチ秋の西伊豆合宿をおこない、

4名が参加しました。

今年もさまざまな取組みに挑戦、秋の合宿

藤原　國雄（GEN顧問）

報
告

　2010 年から静岡県西伊豆町宇久須で
始まった GEN 関東ブランチの春秋合宿
も、残念ながら、年々参加者が減少し
ています。今年は中心メンバーの上田
信先生が研修休暇のため参加できず、
GEN の会員は 4 名の参加。今年から参
加してくれている IVUSA（国際ボラン
ティア学生協会）からは春に続いて秋
も 1 名のメンバーが大阪から参加して
くれました（秋は当初 2 名の予定でし
たが、残念なことにうち 1 名が体調を
崩し合流できませんでした）。それで
も宇久須の方々から、サトイモや猪肉
の差し入れもあり、愉快で美味しい芋
煮会ができました。
　この合宿は当初、宇久須まちづくり
協議会の休耕田再生プロジェクトに
GEN 関東ブランチも合流して始まりま
した。その後協議会の「黄金崎の松・
再生プロジェクト」に活動の中心が移
っています、急斜面が続くため IVUSA

の若者の力を借りて、小川眞顧問の専
門的なご指導の下、地域住民、伊豆の
農業高校の高校生と教員、まちづくり
協議会のメンバーも力を合わせていま
す。今年の 2 月で 5 回目を迎え、小川
顧問から「松は元気になっているよ」
とお墨付きをいただきました。
　新しいプロジェクトとしては、宇久
須宿舎を借りている東海工業伊豆事業
所の伊豆珪石露天掘りの鉱山跡地の緑
化に取り組んでいます。これは東海工
業から関東ブランチのまとめ役の上田
先生に緑化協力の依頼があり、スター
トしました。pH2 ～ 3 の青粘土、群れ
をなして食害するニホンジカ、土壌も
ないガレ場など最悪の条件がそろって
います。
　青粘土の pH はバイオ炭と牛糞である
程度矯正できました。問題は緑化に使
用する樹種です。選んだのは酸性に強
くシカの食害を受けず、自生している

アセビとシキミでした。青粘土にバイ
オ炭と牛糞を体積比で同量混ぜて山取
りの苗を植えてみました。半年後に枯
れずに元気でしたので立教大学の上田
ゼミ合宿の学生に植えてもらいました。
さらに翌年の 2 月にも IVUSA の学生の
協力の下、バイオ炭の製造や植え付け
をしてもらいました。
　今秋の合宿では雨に祟られた合宿 2
日目に、山取りしておいた実生のシキ
ミ苗の鉢上げ、そしてシキミの種を乾
かないようにストックしてそれに鹿の
好みそうな牧草の種を入れた粘土団子
を作成しました。晩ご飯のおかずは藤
原流の芋煮会と猪の焼き肉がメインと
なりました。最終日は天気に恵まれ、
GEN の圃場で春から育てておいたエビ
イモとサツマイモをたっぷり収穫し箱
詰めしてあちらこちらに発送しました。

ワン・フェス for Youth
に参加しました

　12 月 24 日（月・祝）、大阪 YMCA
でワン・ワールド・フェスティバル for 
Youth がおこなわれ、GEN はブース出
展で参加しました。高校生が主体の国
際協力のイベントなので、最近の若者
の興味感心を探ろうとブースを訪れた
高校生に質問してみました。スマホ世
代の彼らから SNS を使った宣伝につい
て「instagram のストーリーはマスト」、
「Youtube動画は1分以内で」「ゆるキャ
ラのラインスタンプをつくる」などの
意見をもらい、感心して帰ってきました。
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　12月2日（日）、小石川植物園で関東ブランチ初冬の自然観察会をおこないました。

10名が参加しました。

植物園ならではの樹木を観察

関口　享子（GEN会員）

報
告

　関東ブランチの自然観察会は、今春
に続いて 2 回目の企画になります。場
所も同じく小石川植物園でした。その
こともあってでしょうか、企画してく
ださった宮下さんによると春に比べて
参加者が少なかったそうです。
　日時は、東京の運営懇談会翌日の 12
月 2 日でした。前日、運営懇談会後の
懇親会でかなりお酒を楽しまれた方々
も数名いらっしゃいましたが、その疲
れもみせずに、一日、講師の桜井先生
のお話を聞きながら、ゆっくりと植物
園を楽しみました。予報よりもお日さ
まが出ず、風もあって寒い日でしたが、
桜井先生は割合と薄着で、寒くないと
おっしゃっていました。使い捨てカイ

ロなどとは縁が無いそうです。
　植物園の植物は街中とは違うなあと
思った点がいくつかあります。まず枝
葉も根っこも伸び伸びと野放図に育っ
た、とんでもない大木をいくつも見か
けたことです。中にはサルスベリのよ
うな庭木によくある樹木もあって「こ
んなに大きくなるの～」とみなで見上
げてしまいました。そのことをご存知
の桜井先生は、街中で枝葉を刈り込ま
れた樹木を見ると、そんなに切るんだっ
たら最初から大きくならない木を植え
ればいいのに、と思われるのだそうで
す。それから樹木の近くに種が飛んだ
り、伸びた根っこから枝が出たりして、
その木の子どもがよく見られることも

教えていただくまで気が付きませんで
した。街中では剪定されてしまいます
ね。植物園には様々な種類の植物が集
められているので、身近な植物と、こ
のあたりでは見られない植物がご近所
さんなのも面白かったです。
　私は本の虫なので、北村薫さんの本
に出てきたフウだとか、ハリーポッター
に出てきたニワトコなど、名前しか知
らなかった樹木に会えたのもうれし
かったです。春の観察会に参加された
みなさんは春との植生の違いも感慨深
かったようです。別れ際、次はどこが
いいかなという話で盛り上がりました。

秋の河内長野でハイキングを満喫

佐藤　俊一（GEN会員）

報
告

　11月10日（土）、GEN自然と親しむ会 前中代表と歩く「野の道」シリーズ⑧「観

心寺～延命寺を歩く」をおこない、13名が参加しました。

前夜の雨もやみ天気も良く、暑くも
なく寒くもないまさにハイキング日和
であった。河内長野駅に集合し、前中
代表はじめ 13 名の参加者であった。
　バスに乗り歓心寺で下車、楠木正成
の銅像を横目に境内に入る。歓心寺は
由緒ある真言宗の寺で金堂及び本尊の
如意輪観音は国宝。その他多数の重要
文化財を擁する名刹である。標高が大
阪平野より高いせいか日の当たる場所
はすでに紅葉がはじまり、イチョウも
黄色くそまっていた。
　本堂に向かう途中でヒイラギの木が
何本かあり、若い木は葉がとんがって

いるが古くなると葉が丸くなるとのこ
と。たしかに隣のヒイラギの葉は丸く
なっており、白い花が芳香をはなって
いた。人も年とともにそうありたいと
思った。また、多くのクチナシが実を
つけており、正月には栗きんとんを作
らねばと思いをはせる。

ところで「なぜモミジの葉は秋にな
ると赤くなるのでしょうか？」うまく
答えられないとチコちゃんに「ボーと
生きているんじゃねえよ！」としから
れそうです。前中先生によると、秋に
なると落葉樹は光合成から得られるエ
ネルギーのほうが葉を維持するための
エネルギーより小さくなって採算が合
わなくなり落葉します。同時に光合成
を行う葉緑体も必要がなくなり分解さ
れるが、その過程で葉緑体の殻から色
素（クロロフィル）が出て青色の光を
吸収して有害な物質（活性酸素）が出
て組織を破壊してしまう。それで青色
の光を遮るためのカーテンが必要とな

第１６回　共生の森 植樹祭

　「堺第 7-3 区」は産業廃棄物の埋立
て地ですが、ここを多様で生き物が住
む森にしようと、「共生の森づくり」
を進めています。2004 年から始まり、
毎年 0.5ha ～ 1ha の面積に植樹をして
います。
　今回で 16 回目となる植樹祭、ぜひ参
加ください。
〇日時：3 月 9 日（土）9 時 30 分～ 14

時ごろ　※雨天の場合は 3 月 10 日
（日）

〇場所：堺第 7-3 区 共生の森（堺市西
区築港新町）

り、そこで赤い色素（アントシアニン）
が登場してくる。赤いリンゴが他の色
を吸収して赤だけを反射するのと同じ
ようにアントシアニンが青色の光をよ
く吸収するので葉が赤くなるというこ
とです。青い光を受けなくなると有害
物質もあまり作られず、次の春に葉を
出すための養分を取り込み蓄えること
ができる仕組みになっているとのこと。
　私にはその理屈がもう少しわかりに
くいのですが、植物が落葉前に一仕事
して次の年のために栄養をため、生体
防御をしている姿だと理解はできた。

歓心寺で昼食をとり、延命寺に向
かった。延命寺ではドウダンツツジが
多く植栽されており、真っ赤に紅葉し
ていた。ここは「夕照のモミジ」が有
名で樹齢 200 年とも 300 年ともいわれ
る老樹の大木の幹にはコケがはえてお
り、長く生き永らえている姿はさすが
「延命」の寺の名に恥じないとの声も
あった。

延命寺より三日市駅に向かって、谷
川に沿っての道を時々前中先生の植物
観察の話を聞きながらの帰路になった。
その中で印象に残った植物はマタタビ
であった。マタタビは猫が好む植物で
有名であるが、じつは

〇集合：9 時 30 分に南海本線「石津川」
駅前

〇参加費：無料（先着 100 名）
〇持ち物：弁当、飲み物、防寒着、軍手、

植樹作業できる服装、靴
〇主催：大阪府
〇運営：（公社）大阪自然環境保全協

会
〇申込み：GEN でまとめて申込みしま

す。2 月 25 日（月）までに氏名、参
加人数、当日連絡の取れる電話番号、
メールアドレスを GEN 事務局までお
知らせください。

黄土高原史話<91>

北魏つながりということで（中）
谷 口  義 介 （GEN 会員）

　前回の末尾で少しふれたが、北斉初
代の文宣帝（在位 550 ～ 559）。
　人物的には父・高歓や兄・高澄に及
ばないとの定評あり。「それならむし
ろ早く至尊の地位に登るべし」との支
持者＝漢人官僚の意見に押され、即位
する。“地位が人を造る”ということだろ
う。本人も期待にこたえ、即位後、「心
を政術に留

とど

め、法を以て下を馭
をさ

め、公
道を先と為」した（『北斉書』文宣帝
紀）。具体的には、税と力役負担の合
理化、近衛軍・国境守備軍の充実、万
里の長城の修築、群県の整理削減な
ど。かくして帝は、北斉の基礎を固め
て、強力な国家に仕立てていったのだ
が……。

既に〔柔
じゅうぜん

然・突
とっけつ

厥などを〕征伐して
四たび克

か

ち、威は戎夏（周辺と中華
の地）に振るう。六、七年後、功業
を以て自ら矜

ほこ

る。遂に留連耽
たんめん

湎（連
日酒に溺れ）、肆

ほしいま

まに淫暴を行なふ
（淫虐・暴行した）。……沈

ちんかん

酣（泥酔）
既に久しく、弥

いよ

いよ以て狂惑す。末
年に至り、毎

つね

に諸
もろ

もろの鬼物（怪し
きもの）を見ると言ひ、亦た異

あや

しき
音声を聞くと云ふ。

　過度の飲酒による典型的な幻覚・幻
聴の症状だが、ついには「食を進む
ること能はず、唯だ数

しば

しば酒を飲み、

麹
きくげつ

糵（酒）災を成し、因りて斃
へい

（死）
を致す」。「時に年三十一」という。
　『北史』斉本紀（中）は、「沈

ちんく

酗（酒
に酔って狂う）既に久しく、本性を
転
てんき

虧す（失う）」というが、あたら気
鋭の青年皇帝がアルコール中毒による
惑乱のはて早逝したのには、なにかし
ら事情があったにちがいない。
　父や兄にくらべ出来が悪いといわれ
たが、即位後、君主としての役割は立
派に果したといえるだろう。しかし、
「心を政術に留め、法を以て下を馭め、
公道を先と為」したのは、本人にとっ
てギリギリ一杯の努力ではなかったか。
そのことが、極度のストレスを強いた
と思われる。
　もう一つ推測できるのは、政治的に
も不安定な立場にあったということだ。
　前回述べたように、父の死後、もと
からあった北族系武人グループと漢人
官僚グループの対立が顕在化。世継ぎ
の兄は後者と結んで東魏の孝静帝に禅
譲（位を譲らせる）を迫ろうと密談中
に暗殺されるが、兄の後をうけて孝静
帝を廃し、自ら即位、北斉初代となる
わけだ。
　北族系武人グループのうち、高位に
登った人々を当時の史書は「勲貴」と
よぶが、文宣帝は即位に反対した勲貴

を誅殺したばかりか、北魏→東魏の宗
室たる拓

たく

跋
ばつ

＝元氏を皆殺しに。もとよ
り楊

よういん

愔ら漢人官僚のバックはあったに
しても、不平分子の動向になお不安を
感じていたことはたしかだろう。皆殺
しにした元氏の怨霊におびえていたの
かもしれない。（↗ 5 ページへ続く）
　（↙ 4 ページより）「本性を転

てんき

虧す」
るほどの久しい「沈

ちんく

酗」は、そうした
不安と罪悪感をまぎらわすためではな
かったか。
　文宣帝の死後、楊愔は太子の高殷（廃
帝）を立てるが、他の諸王と勲貴の側
は猛反発。そのクーデタにより楊愔は
斬られ、文宣帝の弟・常山王高演が位
につく。これが第 3 代の孝昭帝（在位
560 ～ 561）だが、一年後、落馬の事故
で急死する。
　あとをついだのが、さらに弟の武成
帝（在位 561 ～ 565）だが、これまた
……。

北
斉
（
高
氏
）
の
系
図

私はマタタ
ビの実物を初めて知った。水路近くに
ちょうどクズのように蔓で茂っていた。
その一部を河本さんが採集して途中の
人家の前にたむろしている猫たちに与
えてみた。確かの枝や葉っぱをかじり
だした猫もおりマタタビは猫にとって
特殊なものだという印象をうけたが、
どのような機序でそうなるのか、すべ
ての猫科が反応を示すのか興味ふかい
「猫とマタタビ」との関係である。

三日市駅で 2 時半ごろ解散になった
が、まだ歩き足りない人もいるようだっ
たが、全行程 5km ほどが私にとっては
ちょうどいい快いつかれであった。

（7ページへ↗）

（↙ 6ページよりつづく）
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＊当欄掲載のイベント情報は掲載時点のもので、その後変更になる可能性があります。

　主催者にお確かめのうえ、ご参加ください。

＊当欄に情報をお寄せください。本紙は奇数月15日ごろの発行で、締切は前月の末です。

　なお、紙面の都合により掲載できない場合があります。ご了承ください。

第26回

ワン・ワールド・フェスティバル

　西日本最大の国際交流のイベントで
す。国際協力 NGO の活動紹介、シン
ポジウム、民族料理などもりだくさん
の内容です。
○日時：2019年2月2日（土）、3日（日）

10 時～ 17 時
○場所：関テレ扇町スクエア・北区民

センター・扇町公園（地下鉄「扇町」
駅直結、JR 環状線「天満」駅徒歩 3
分

○入場無料・雨天決行
○主催・問い合わせ：ワン・ワール

ド・フェスティバル実行委員会事務
局（〒 546-0002 大阪市東住吉区杭全
1-15-18 大西ビル 3 階（特活）関西国
際交流団体協議会杭全分室

第 22 回 

六甲奨学金基金のための古本市

　六甲奨学金基金の古本市のため、古
本集めています。ご自宅で眠っている
古本がありましたらお送りください。
○受付期間：3 月 1 日～ 3 月 31 日まで
○送付方法：直接持参または送料送り

主負担で送付 【注意】汚れのひどい
ものは不可 。辞書、新しい本歓迎。
絵本、マンガ、 洋書可 。雑誌、教科書、
参考書、コンピュータ解説書、文学

ウータン・パーム油学習会第12回

アブラヤシ農園と人権の問題
インドネシアの「希望の地」

パプア州から

　日本でも身近な食品や洗剤に使われ
ているパーム油の生産現場、インドネ
シアの現状について現地の声を伝える
学習会です。
○日時：2019 年 2 月 2 日（土）15 時

10 分～ 16 時 10 分
〇会場：大阪市北区民センター 1 階  第

1・2 会議室（大阪メトロ堺筋線「扇
町駅」直結　ワン・ワールド・フェ
スティバルの会場です）

〇講師：ディアント・バクリアディさ
ん（インドネシア土地問題情報セン
ター代表）

〇参加費：無料
〇定員：50 名
〇申込み：申込みフォーム（http://

urx.space/Oqrs）よりお申込みくだ
さい

〇問合せ：ウータン・森と生活を考え
る会（〒 530-0015　大阪市北区中崎
西 1 丁 目 6-36-308　URL 　http://

全集、百科事典などは不可。お送り
いただいた本はお返しできません。

○送り先・問合せ先：神戸学生青年セ 
ンター古本市係（〒 657-0064 神戸市 
灘区山田町 3-1-1　tel. 078-851-2760  
fax. 078-821-5878　e-mail：info@
ksyc.jp　URL：http://ksyc.jp/）

★六甲奨学基金のための第22回古本市

● 3 月 15 日～ 5 月 15 日まで毎日開催
します。本の整理などのボランティ
アも募集しています。詳細は上記ま
でお問い合わせください。

 編集後記

　新年あけましておめでとうございま
す。本年も GEN をよろしくお願いしま
す。2019 年の干支は亥、イノシシの如
く猪突猛進に、とはいきませんが、今
年も地道にコツコツと緑化活動を継続
してまいりますので、みなさまの応援
をどうぞよろしくお願いします。
　今号はテレビ番組の告知のためにい
つもよりちょっと早い発送となりまし
た。その「Side by Side」というテレビ
番組、取材に来たディレクターが「い
ままでの取材で一番たのしかった」と
いう感想を述べたそう。英語での放送
となりますが、ぜひみなさまにご覧い
ただけるとさいわいです。
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